
様式第７号（第21条関係）
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令和　５年　６月　２９日

　佐賀県県民協働課長　様

佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による

寄附金活用実績報告書

　令和４年度において、当団体に交付された佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」を
活用して別紙のとおり事業を実施したので、佐賀県ふるさと寄附金（「県民協働の地域づくり」及
び「ＮＰＯ等を指定した支援」）による寄附金交付要綱第21条第１項の規定により提出します。

代表者職･氏名

佐賀市八戸溝１丁目１０－１８

社会福祉法人佐賀いのちの電話

理事長　松永　啓介

団 体 名

住 所

電 話 番 号 ０９５２－３４－４１８６



様式第７号（第21条関係）別紙

１ ：

２ ：

３ 　（※事業計画書から転記）

４

５ ： （別記１）

６ ： （別記２）

７ ： （別記３）

寄 附 金 活 用 事 業 実 績

次年度繰越額活用見込み

寄 附 金 活 用 額

令和４年度 佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による寄附金活用実績報告書

団 体 名

事 業 実 施 期 間

事 業 の 背 景

■事業の実施により実現したい佐賀県の地域像

・独りで悩み、苦しんでいる方の気持ちを少しでも軽くする
・自殺予防啓発活動やゲートキーパーの養成により、佐賀県内の自殺者の減少を目指す

事 業 の 成 果

令和４年４月１日　から　令和　５年３月３１日

社会福祉法人佐賀いのちの電話

①県民の便益にどのようにつながったのか

佐賀いのちの電話は、２４時間３６５日１日も休まず相談活動を続けています。苦しみ悩んでいる
方々の隣人として、その相談に耳を傾け共感することにより、その重荷を軽減することに努めてい
ます。
また、自殺予防電話として自殺防止の役割や市民に自殺予防の啓発活動を行い、佐賀県の自殺対策
に一役果たしています。

②佐賀から広がった社会像（該当する活動のみ）



（別記１）寄附金活用事業実績

○寄附金を活用して行った事業（GCFを行った場合は、GCF名とその内容を記載）

計 1,137,000 968,859

123,000 14,859
九州地区相談員
ワークショップ参
加

①相談員の資質の向上
➁相談員の希望者
③講座と意見交換

①2022/7/30
②福岡市パピオン
24

160,000 100,000回数表彰式
①相談員の表彰
➁当番回数の多い相談員
③表彰状と図書カード配布

①2022/8/7
②ホテルマリター
レ創生

①実施日時
②実施場所

事業費の
支出金額

［単位：円］

うち寄附金
活用額

［単位：円］
事業名

具体的な事業内容
①目的②対象者③実施内容

①年２回、３月と
９月
②郵送作業は、事
務局で行った

398,000 398,000
佐賀いのちの電話
広報誌作成・発送

①いのちの電話のＰＲ、電話番号の告知
➁市町、図書館、公民館、学校、病院③
上記施設に広報誌を１,１００部,  合計
２,２００部を配布

①５月～７月
土曜日午後と土曜
日夜の２班。
②アバンセとメー
トプラザ佐賀な
ど。

456,000 456,000
２０２２年度公開
カウンセリング講
座

①電話相談員の養成の第１課程
➁２０歳以上の県民
③カウンセリングの基礎的講座



（別記２）次年度繰越活用見込み

○次年度に繰り越した寄附金の活用見込み

計 0 0

具体的な事業内容
（予定）

①目的②対象者③実施内容
事業名

①実施日時
②実施場所
（見込み）

事業費の
支出見込み額
［単位：円］

うち寄附金
活用見込み額
［単位：円］



（別記３）寄附金活用額

【収入】佐賀県ふるさと寄附金収入額　…　①（＝Ａ＋Ｂ）

本年度の佐賀県ふるさと寄附金収入額　…　Ａ

本年度交付を受けた佐賀県ふるさと寄附金分

前年度控除額（県事務経費）還付分

前年度収入済の佐賀県ふるさと寄附金繰越額　…　Ｂ

【支出】佐賀県ふるさと寄附金活用額…　②（＝a＋b）

事業に活用した寄附金額　…　ａ

ふるさと納税の募集に要した費用の額　…　ｂ

返礼品等の調達に係る費用

返礼品等の送付に係る費用

広報に係る費用

事務に係る費用

佐賀県ふるさと寄附金の次年度繰越額　…　③（＝①－②）

■直近の収支報告書掲載箇所（ホームページURL等）

http://areahot.jp/saga/lifeline-1998/

0

1,485,666

（内訳）

968,859

516,807

333,032

41,775

0

142,000

1,485,666

（内訳）

1,485,666

1,419,800

65,866

0


